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議事録 会議名 
第 6 回朋有小学校・西巣鴨中学校校舎一体型小中連携校お

よび総合体育場の整備等を考える会（全体会） 

議 題 

1 提言書提出に向けたスケジュールについて 

2 地域説明会について 

3 提言書提出について 

4 意見交換「複合施設のコンセプト策定へ」 

5 事務連絡 

日 時 令和 7 年 1 月 20 日（火） 18：30～20：00 

場 所 西巣鴨中学校 体育館 

 

出席者数 

代田会長（朋有小学校 PTA 会長） 

他委員 26 名 

事務局 9 名 

支援事業者 9 名 

会 議 内 容（要 旨） 

＜会の概要＞ 

〇開会挨拶（事務局） 

・ 第 6 回考える会（全体会）の開催挨拶。 

・ 配布資料の確認。資料 1：投影資料、資料 2：コンセプト案を配布している。

参考資料として、地域説明会資料（案）、提言書（案）、考える会ニュース第 3

号（案）、第 5 回考える会（全体会）議事録を配布している。 

 

１．提言書提出に向けたスケジュール について 

・ 今後のスケジュールについて説明する。 

・ 2 月 10 日（火）：地域説明会を開催。 

・ 2 月 25 日（水）：第 7 回全体会（最終回）を開催し、地域説明会での意見を踏 

まえて提言書内容を決定する。 

・ 3 月 4 日（水）：区長・教育長へ提言書を提出する予定。 

 

２．地域説明会 について 

・ 地域説明会について配布資料をもとに説明する。 

・ 日時・場所： 2 月 10 日（火）18 時 30 分から、朋有小学校 2 階体育館にて 

開催。 

・ 目的： 整備計画や「考える会」の活動内容、提言書案を地域住民に周知し、   

出てきた意見については反映できるものは反映すること。 

・ 参加について：会長、副会長、各部会の副部会長は必須とし、その他の委員は        

任意参加とする。 

・ 周知範囲：学区域の町会・朋有小、巣鴨小、西巣鴨中に通う児童・生徒の保護 

    者・その他、総合体育場利用者など区民全般。 
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・ 周知方法：保護者はすぐーる、その他の地域住民等は、学区域内の広報掲示板          

および総合体育場掲示板・区ホームページ・区公式 X・ポスティン 

グを行う。 

 

３．提言書提出について 

・ 前回からの変更点や未説明部分を中心に説明する。 

・ 日時・場所： 3 月 4 日 16 時 30 分から開催予定。場所は区役所内で調整中。 

・ 出席者：高際区長、清野教育長、代田会長、吉波副会長、各部会副部会長。 

・ 主な追記・変更点：会長・副会長のコメント、コンセプト案の追記。学校施設

検討部会からの意見（収納や部活動に関する要望）を整備方針に反映。 

・ 資料編として、区の教育大綱やスポーツ推進計画との整合性、これまでの活動

記録、アンケート結果（保護者・教職員・地域）、子供ワークショップの意見

等を充実させている。 

 

４．意見交換 「複合施設のコンセプト策定へ」 

〇複合施設のコンセプト案と背景 

・ コンセプト案は、「未来をつむぐ、みんなの拠点」9 年の学びから、100 年先

へ。心と体を育み、安心と挑戦が融合する、多様性をつなぐ唯一無二の新拠点 

・ 「未来をつむぐ」：朋有小学校・巣鴨小学校・西巣鴨中学校の三校の歴史をつなぎ   

つつ、この地で育まれてきた地域の文化や伝統を大切に継承し

ながら、学校・地域・スポーツの関係者が一体となり、新しい

未来を織りなす拠点を整備したい。 

・ 「みんなの拠点 」：豊島区の特徴でもある多様な文化背景を持つ「みんな」を  

受け入れ 、 多くの人が 集い 、 交流する「唯一無二の

新しい拠点 。 

 

〇コンセプト策定に向けた意見交換（Aグループ） 

・ 未来を「つむぐ」という表現は、多くのひとには伝わりにくい。未来を「ひら

く」（開拓する）という表現がいいのではないか。 

・ 「安心と挑戦が融合する」という表現も日本語として伝わりにくい。安心は防

災機能の向上や、セキュリティの整備を示し、挑戦は新たな学びや、先端のス

ポーツに挑戦などの意味があるはず。それぞれが伝わるような表現にしたい。 

・ 三校連携、巣鴨小との連携は、全体コンセプトではなく、提言書の中でふれる

方針でよい。 

・ 「一体整備の可能性」は「一体整備の効果的利用」に修正したい。 

・ スポーツと学校が一体整備されることの良さが伝わる表現としたい。 

・ 「唯一無二」の表現は硬い。オンリーワンなど表現を変えたい。 

・ ステートメントは、1 行目：学校、2 行目：スポーツ、3 行目：地域・複合の

ように分けて表現するのが理解しやすい。 
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・ 多様性という言葉は、それぞれが思い描く多様性をイメージしてもらってもい

いのではないか。 

 

〇コンセプト策定に向けた意見交換（Bグループ） 

・ 資料編とし未来を「つむぐ」という表現は分かりにくいため、「ひらく」が良

い。 

・ 「9 年の学び」だけだと施設一体型連携校だけになるように感じる（巣鴨小学

校が外れている感覚）のため、「義務教育９年の学び」とすることで巣鴨小の

ことも含まれる表現になるのではないか。 

・ 何故 100 年先は何故なのか？→「未来」に置き換えた方が分かり易い。 

・ 人生 100 年間という視点で、その中に義務教育 9 年間も含まれるような表現

があればそれも良い。 

・ 「多様性」言葉は外国人に意識が向いてしまうため、他の表現がよいのではな

いか？例えば、「ダイバーシティ」や「インクルーシブ」等。 

・ 「多様性」＝「みんな」という表現でも良いのではないか。ただ、「みんな」

という言葉が重複するならば、「地域」という言葉に置き換えても良いのでは

ないか。 

・ 「唯一無二」は固いので「ココだけ」などの柔らかい表現もありではないか。 

・ 施設が完成して数年経てば「新施設」でなくなるため、「新」はいらないので

はないか。 

 

〇今後の動き 

・ 本日の議論ではコンセプトの最終決定には至らなかったため、出された意見を

もとに事務局で複数案を整理し、委員へ共有する。 

・ 最終的な文言の調整・決定については、会長、副会長、各部会長に一任するこ

とで承認された。 

 

５．事務連絡 

・ 資料への意見提出期限： 地域説明会資料、提言書案等への修正意見がある方 

は、1 月 27 日（火）までに事務局へ提出すること。 

・ 次回日程（第 7 回）： 2 月 25 日（水）19 時 00 分より、西巣鴨中学校体育館 

にて開催。 

 

次回日程 2 月 25 日開催予定（別途お知らせいたします。） 
 


